
◆びばい未来交響プラン（第6期美唄市総合計画）（素案）

　に対する意見と市の考え方

○パブリックコメント手続による意見提出　～７件（６名・１団体）

区分 意見の要旨 市の考え方

基
本
構
想
・
基
本
計
画

１　平和に関する行政が欠落している
　市が設定している１から６までの柱については、
私たちが作成した政策とほぼ同じ内容のものとなっ
ていますが、平和に関する行政が欠落しています。
市は、１９８５年（昭和６０年）に「核兵器廃絶平
和都市宣言」をしました。２００７年３月には「美
唄市まちづくり基本条例」を制定し、まちづくりの
理念として、「人権の尊重」「自然との共生」とと
もに「平和の希求」を掲げています。翌年の２００
８年には、平和市長会議に加盟しました。これらの
宣言や理念を実現するためにも、平和に関する行政
を具体化すべきです。この柱の中では、「２　人と
文化をはぐくみ交流が広がるまち」で取り上げたら
どうでしょうか。

　ご意見のとおりと考えますので、平和施
策について追加記載します。

２　６つの柱を並べた考え方が分からない
　１から６まで６つの柱が並べられていますが、こ
の柱はどのような考え方で並べられているのでしょ
うか、良く分かりません。並べ方は、いかのように
すべきではないでしょうか。
①市政の方向、自治・まちづくりをどのようにやっ
ていくか
②市民が一番関心を持っている社会保障・福祉をど
うしていくのか（地方自治法第１条の２は、住民の
福祉の増進を図ることを基本としている）
③地域経済、産業・雇用をどうしていくのか
④公共事業、環境、防災をどうして行くのか
⑤教育・ひとづくり、文化・スポーツ活動、平和を
どうしていくのか
⑥子育てと男女平等・女性の地位向上をどうしてい
くのか
　このような考え方に立つと、市の掲げる６つの柱
は、「６　４　１　３　５　２」のような並べ方が
望ましいということになります。

　基本構想（素案）の６つの柱について
は、その順番に関して様々な考え方がある
かと思いますが、今回は、まちの活力づく
りに取り組む必要があるという美唄未来会
議からの提言に基づき、組み立てましたの
で、これを尊重したいと考えています。

基
本
構
想
・
基
本
計
画
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３　「協働のまちづくり」は、憲法に基づいて、住
民が主権者とし自主的・自発的に参加するまちづく
りとする
　「市民と行政との協働が必要だ」ということには
異論はありませんが、市が進めている「協働のまち
づくり」は上からの目線の押し付け自治・義務的自
治であり、憲法に基づく住民が主権者として自主
的・自発的に参加するまちづくりになっていませ
ん。
　「新たな自治」とか「新しい公共」という言葉
で、住民自治のあり方が問われていますが、これら
の言葉はそもそも地方行革の推進を目的として設定
された概念です。自治体のリストラを推進するため
の道具または指導理念として打ち出されたのです。
これらの大きな特徴として、第一は、地方自治体が
「公共団体」というよりは、何よりも一つの「経営
体」（地域経営体）として把握されていることで
す。「公共団体」に問われている課題は「公共性」
の追求ですが、「経営体」のそれは「効率性」で
す。「効率性」が主になって、「公共性」が著しく
減退するようなことがあってはなりません。第二
は、自治体行政はその機能を「地域経営体」の「戦
略本部」に特化し、「実働部隊」は行政の外部にア
ウトソーシングされることです。つまり、地域住民
は「協働のまちづくり」の名の下に地域経営目的の
目的のために動員されることになります。これを私
たちは、上からの目線の押しつけ自治・義務的自治
だといっているのです。
　これら「協働のまちづくり」については、簡単に
論じられることでもありませんので、「美唄市まち
づくり基本条例」の見直しの中で改めて議論してい
きたいと思います。

基
本
構
想
・
基
本
計
画

　協働のまちづくりは、ご意見のとおり、
美唄市まちづくり基本条例で基本原則とし
ていますので、総合計画についてもこの考
え方に基づき進めることとしています。
　今回の総合計画を進める上で重要な点
は、財政の健全化を実現すると同時に、創
意工夫によりまちの財産である様々な地域
資源を最大限活用してまちの活力づくりを
継続していくことであると考えています。
　そのためには、市民の皆さんの自発的な
参画意欲を前提とした協働のまちづくりが
不可欠ですので、今後とも市民の皆さんと
力を合わせて活力ある住みよいまちづくり
を進めていきたいと考えています。

４　一歩踏み込んで具体化・実行する
　基本構想は、基本計画、事務事業インデックスと
具体化されていきますが、具体化・実行となると毎
年同じような水準に止まっているところがありま
す。「市の計画は総合的に作成されてまずまずの出
来だが、その成果となると例年並みに止まってい
る」厳しい意見も聞かれます。なすべき課題を明確
にする総合計画の作成は重要ですが、その課題を今
までよりも一歩踏み込んで具体化・実行していく必
要があります。従来のやり方で進めるのではなく、
創意工夫を凝らして質的に高めることが重要です。
市民、議会、行政が、目的意識的に一歩踏み込んで
現状を変革することで、前進が得られると思いま
す。

　市では、これまでも成果を重視した仕事
の仕方を心がけてきましたが、改めて、時
代状況や環境の変化を見据えながら、ＰＤ
ＣＡサイクル（計画→実施→評価→見直し
の繰り返し）を徹底し、市民の皆さんに成
果を実感していただけるような、まちづく
りに努めます。

基
本
計
画
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　びばい未来交響プラン基本構想（素案）では、我
が街のあるべき姿について基本構想として述べられ
ております。今後の地域振興を発展・交流させるた
めには自力（美唄市）だけに頼るのではなく、広域
的な連携協働、そしてそれらに対するブランディン
グが必要になると思われます。空知という広域的な
特色を活かして基本構想に取り入れて頂きたいで
す。

基
本
構
想

　ご意見のとおり、広域的な課題に対して
連携して取り組んでいくことが必要である
と考えますので、基本構想に追加記載しま
す。

　また、前期基本計画（素案）では、上記の考え方
に基づきながら広域的な取組みを具現化し、広域的
な医療連携（救急医療体制等）の確立や民泊を含め
たグリーンツーリズムの推進、更には食や地域資源
を空知ブランドとして市町村の垣根を越えた事業展
開が必要と思われますのでご検討下さい。

　ご意見のとおり、広域的な課題に対して
連携して取り組んでいくことが必要である
と考えますので、前期基本計画に追加記載
します。

基
本
計
画

　新たに商品化された特産品数の目標値が５年で３
商品は少なすぎると思います。
　市民や、特に小中高校生のアイデアが出されるよ
うなシステムを作り、市内の食品事業者が商品開発
に取り組みやすい環境を作ってほしい。

　この目標値は、商品化だけではなく、そ
れが商品として定着する段階に至ったもの
を成果としてとらえて設定したもので、商
品として開発・販売され、発売開始１年後
も継続して販売され定着している商品の数
について、最低限３を目標としています。
　商品開発や定着には多くのアイデアや試
作等の取組みが必要なことから、それらを
促す仕組みづくりに努めるとともに、市と
しても支援し、１つでも多くの特産品を定
着させていきたいと考えています。

基
本
計
画

　アンテナショップの今後の利用の仕方について、
明記してほしい。（場所、規模、販売品目など）

　アンテナショップは、平成21年度から３
年間の予定で開設しており、３年間経過し
た段階で、利用状況や売上げ状況を検証
し、その後の運営のしかたなどを関係団体
の皆さんと協議・調整することとしていま
す。

基
本
計
画

　閉校になった校舎の有効利用について、明記して
ほしい。基

本
計
画

　統合により廃校となった校舎等の利用方
法については、個別に検討していますの
で、それぞれの方向性が明確になった時点
で、計画に追加します。

市立病院に関して
１　病院の勤務者は接遇に注意してほしいと思いま
す。
２　玄関の所のカウンターを活用された方が良いの
では。職員の方々が、毎日交代でも良いのではない
でしょうか。来院者は案内係の方がいる事で、何か
不明な事があってもすぐに聞くことが出来安心する
と思います。
３　看護師不足改善には、看護助手を（パートで
も）配置し看護師の雑用をしてもらうことはいかが
でしょうか。

　患者の皆さんに対する病院職員の接遇に
ついては、これまでも院内における研修会
の実施や外部で開催される講習・研修会等
への参加など、その機会の充実に取り組ん
できております。安心して治療を受けてい
ただく上で、接遇は重要な要素であると認
識していることから、引き続き患者の皆さ
んと心の通う接遇に努めます。
　正面玄関のカウンターにおける案内につ
いては、平成15年から「病院案内ボラン
ティア」の皆様のご協力により、午前中の
混雑時に実施しているところです。
　また、看護助手についてでありますが、
５階療養病床及び３階の一般病床に配置
し、看護師の補助的業務に当たっていま
す。

基
本
計
画
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　美唄市のまちづくりについて
　美唄高校と美唄工業高校の合併、専修短期大学の
学生募集停止など美唄の教育機関が縮小していくの
は問題だ。もし学校施設が廃校後に利用できる状態
であるならば、学校の施設を市民や観光客が楽しん
で利用できるようにしてほしい。アルテピアッツァ
美唄のような芸術広場を、学校跡地に設置し美唄全
体を芸術のまちとして売り出せればいいのだが、現
実的に考えると市民の交流の場もしくは学校に通っ
ていた人たちが懐かしさを感じることができるよう
な利用をしてほしい。
　市民会館でのまちづくり懇談会で害獣駆除の成果
を聞かせてもらった。その中でキツネがエキノコッ
クスの原因である生活害獣として42匹駆除されたこ
とを知った。キツネは北海道を代表する動物で、道
外の観光客も親しみをもちやすい。そこでキツネの
マスコットを美唄に導入するのはどうだろうか。キ
ツネはあくまでも一例であるが美唄市のまちおこし
として市民のシンボルがあれば一体感も高まるはず
だ。美唄のマスコットにはマガンのマミィーちゃん
がいるが、これからの美唄交響プランのシンボルと
なるご当地キャラクターを導入してみてはどうか。
　参考までに現在ではエキノコックス対策として虫
下しを入れたエサをキツネの生息地に散布すること
によって、寄生虫だけを根絶することができる。

　統合により廃校となった校舎等の利用方
法については、個別に検討していますの
で、それぞれの方向性が明確になった時点
で、計画に追加します。
　また、市のキャラクターに関しまして
は、市民の皆さんに親しまれているマ
ミィーちゃんを今後とも活用していきたい
と考えています。
　エキノコックス対策については、駆虫薬
の散布により感染率は低下しますが、駆虫
薬を摂取しないキツネや再感染を起こすキ
ツネ、非散布地域から侵入してくるキツネ
が汚染源となって感染固体が存続するた
め、感染率をゼロにすることはできないと
されておりますが、ご意見を参考にさせて
いただきます。

基
本
計
画

○分野別の整合性をはかるため項目を入れ替えた方
がより良いと思います。
①基本構想　Ⅱ　都市像を実現するための６つの柱
１　人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまち
に○公共交通機関の充実　が盛り込まれています
が、これを５　安全で安心して住めるまち　に位置
付けるべきだと思います。
②同じく　５　安全で安心して住めるまち　○雇用
の場の確保と働きやすい環境づくり　は１　人と情
報が行き交いにぎわいが生まれるまち　に位置付け
るべきだと思います。

　基本構想（素案）の６つの柱について
は、その順番に関して様々な考え方がある
かと思いますが、今回は、美唄未来会議か
らの提言に基づき、組み立てましたので、
これを尊重したいと考えています。
　美唄未来会議では、公共交通について
は、日常の移動手段の確保とともに交流を
促進する観点からもとらえていました。
　また、雇用対策については、安心して住
むための前提として議論されていました。

基
本
構
想

○産業振興の要素が施策項目上弱いと思われます。
１　人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまち
が産業振興も含めた施策項目になっていますが、こ
れでは内容を個別に見ない限り美唄のまちづくりに
産業振興があるのか分かりづらいのでは。
簡明を計画策定の視点にしているのであれば、例え
ば、「産業が多様に輝き人と情報が行き交わいのあ
るまちづくり」というように変更した方が如実にわ
かりやすく感ずると思います。

基
本
構
想

　基本構想（素案）の６つの柱について
は、その表現のしかたに関して様々な考え
方があるかと思いますが、今回は、美唄未
来会議からの提言に基づき、組み立てまし
たので、これを尊重したいと考えていま
す。

○将来展望と重点プロジェクトについて
　基本構想は10年先を見据えていますが、それ以上
に15年、20年以上先を見越した観点を持ちダイナ
ミックに美唄を見て行かないと展開が困難だと思い
ます。また事務的事業を実施している時代環境では
ないので、よりメリハリのある基本構想を希望しま
す。

基
本
構
想

　今回の総合計画では、将来にわたる少子
高齢化の進展を前提として、財政的に厳し
い状況が続く中、経済振興を図っていくこ
とにポイントを置き、まちの財産である
様々な地域資源を最大限活用してまちの活
力づくりを目指すことを重点としていま
す。

○計画の特色
　計画の策定の視点として、市民、企業など多様な
主体との連携協働のまちづくり、地域の特性を最大
限の活用、投資の選択と集中による効果的なまちづ
くり、関連施策の総合的な展開などを視点とするこ
とにより重点的なプロジェクトを基本計画に盛り込
む素地が出来ると思うのでより効果的な反映される
ことを希望します。

基
本
計
画
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　新しい医療事業による市立美唄病院の経営改善に
ついて（要旨）

１　空知地方全域の住民から親しまれ、頼られるよ
うな病院にすること。
２　計画を策定し、産婦人科を設置して充実した診
療を行うこと。
３　産婦人科の医師不足は徐々に緩和されると予想
される。
４　産官学民の総力体勢で医師確保に努めること。
５　産婦人科の24時間診療を可能にするため、余裕
のある医師数が必要であること。
６　新聞、テレビ等のマスコミによるＰＲに配慮す
る必要があること。
７　産婦人科の診療業務が順調に推移すれば、住民
の安心感や病院収入増が期待できる。
８　出産数の増による国民健康保険会計の支出は原
則ないことになる。
９　健康保険から分娩費等が支給されるので、診療
費の滞納率は少ないと考えられる。
10　産婦人科の診療業務が軌道に乗るまで一般会計
予算の２～３％程度を特別枠で確保し、計画に着手
すること。

　現在、市立病院では経営健全化に向け
て、平成21年度に市立美唄病院経営健全化
計画を策定し、進行管理に努めているとこ
ろです。
　ご意見のありました産婦人科設置につい
ては、全国的な医師不足（特に産婦人科医
師）から、平成16年に北大病院産婦人科医
局のセンター化構想に伴い、医師が砂川市
立病院に集約されたため、当院は砂川市立
病院産婦人科のサテライト病院となって、
医師の派遣を受け週２回の外来診療を行っ
ているところです。
　産婦人科については、これまでもいろい
ろ検討を加えてきましたが、医師確保に至
らなかったところです。
　公立病院として安定した医療を維持継続
していくために、今後も医師の確保に努め
ます。

市
立
病
院
に
関
す
る
意
見

○計画のタイトル
　「びばい未来交響プラン」と名称に工夫されてい
ることは理解できますが、この名称では基本構想・
計画であることが市民目線では理解できないと思い
ますので、例えば「市民と一緒に未来に向けて取り
組む美唄まちづくりプラン」とより平易である名称
が良いのではないでしょうか。

　計画名については、簡潔で分かりやすい
ものになるよう考え、未来に向かって力強
く美唄の魅力を響かせようという趣旨から
この計画名にしました。
　なお、前期基本計画に基づき具体的に実
施する市の仕事については、3年ごとに「市
民と一緒に行うまちづくりの取組み一覧
（事務事業インデックス）」という名称に
しています。

基
本
構
想

　びばい未来交響プラン（第6期美唄市総合計画）
は、立派な計画書ですから、着実に実施されること
が望ましいと思います。
　上記の美唄総合計画とは別に市立美唄病院の経営
改善について意見を申し上げます。

　着実な計画の実施に努めます。

基
本
構
想
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